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緊急事態宣言終了！！ 
９月一杯で緊急事態宣言が終了しました。１０月からは、学校行事の活動の制限が緩和される見込みであり、今月は、子

ども達が楽しみにしている修学旅行も予定されており、何とか感染状況がこのままの水準で推移してくれればと願うばか

りです。 
学園におけるワクチンの接種状況は、接種を希望する子どもや職員の２回目の接種が、今月でほぼ終了します。ワクチン

接種後の翌日は、静養を優先として学校を休ませていますが、２回目の接種による副反応は、子どもも職員も多かれ少な

かれ、接種した翌日に発熱や体のだるさなどの症状が現れています。概ね１日静養していれば、平熱に回復しており、そ

の後の健康状態も問題ありませんでした。今後、北海道内においてワクチン接種の効果がどのように現れるのか分かりま

せんが、再び緊急事態宣言が出されることがないことを期待したいものです。 
                                       施設長 野沢 修一 
 
『１０月は里親月間です』          
厚労省では毎年１０月を「里親月間」とし、様々な啓発活動に取り組んでいます。里親には養子縁組を前提とする里親

と期間を定めて子どもを養育する養育里親があります。私の担当する空知管内にも５０組近くの里親家庭があり、さまざ

まな事情により家庭で暮らせなくなった子どもたちを自分の家庭に迎え入れて、温かい愛情をもって養育してくださって

います。 
里親支援専門相談員の主な業務は里親家庭への訪問面談や電話相談、里親サロンや研修会の開催等です。今年度は養育

経験の浅い里親を対象に子どもを委託された際に直面する様々な事例に対応できるようなトレーニングを実施しています。

その一環として１０月２１日に岩見沢に於いて研修会を開催します。「すべての子どもが大切にされるために」と題しての

講演と実践報告による研修です。講師は社会福祉法人麦の子会の理事長・総合施設長北川聡子氏、子ども家庭ソーシャル

ワーク部長の髙本美明氏、児童発達支援管理責任者の千葉麻衣氏のお三方です。麦の子会の取り組みを学びながら、すべ

ての子どもが大切にされ、共に生きることを学び、自分たちの住んでいる地域でも、家庭と子どものつながる先が顔の見

える関係になり一体となって子育てしていくことを目指していきましょう。ご興味・ご関心のある方はどうぞ、お問い合

わせください。  
里親支援専門相談員 E-mail hikarisatooya@hikarigaoka.or.jp   担当：浅山 

                携帯電話 090-9040-9406 
 

 

                

                          
 光が丘学園に併設されている光が丘子ども家庭支援センターは、子ども・家庭・地域住民・里親等からの相談に応じて

必要な助言・支援を行ない、児童相談所や児童福祉施設等の各関係機関との連絡調整等も行なう相談機関です。 
 相談員２名、心理職員１名が業務にあたっています。しつけ・親子関係・子育てや発達への不安・不登校等、そして、

子どもからは友人関係・いじめ・不登校等の様々な相談を受けています。ショートステイ等、子どもの預かり事業（自治

体主体）の窓口としての対応や親子ひろば訪問（岩見沢市）等の地域支援活動も行なっています。 
 まずはどんな話でもじっくりと聞かせていただき、一緒に考えさせていただきます。また、相談者にとってより良い方

向へ進んでいけるよう、そして、「一歩先へ進める」ように、相談者の気持ちに寄り添ってお手伝いさせていただきます。 
 プライバシーや個人情報の保護等も踏まえ、勿論、「秘密厳守」となっています。「どうしたらいいんだろう」「どうして

いいかわからない」…一人で悩まずにご相談下さい。そんな時こそ、お力になりたいと考えています。                          
 

 

 

 

 

 

 

 

 １８日にサイクリングを予定していましたが、前日の                  

天気予報では１００％の雨予報…当日はやはり雨とういう 

事で、予定を変更してバスケットやボール遊びをして楽し 

みました。普段、身体を動かす事が苦手なＳちゃんもバス 

ケットに参戦です！もともとは、自転車でパンケーキを 

テイクアウトする予定でしたが、車で行き、おいしいパケーキ 

をいただきました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

ご厚志 ご寄贈など 感謝申し上げます（９月１日～３０日） 

 (ご芳名もれをお許しください) 

 佐藤 司 様  細川 悟 様  山田 昇 様 

小野寺 栄美子 様  トドックさっぽろフードキャラバン 様  空知南組会 様  ビクトリア観光 様 

河内克彰 様  中島 仁 様  

【連 絡 先】 
 光が丘子ども家庭支援センター 
 〒068‐0827 岩見沢市春日町 2丁目 3番 7号  
 TEL：0126‐22‐4486 FAX：0126‐22‐4240 
 Eメール：kodomo@hikarigaoka.or.jp 
 URL：http://www.hikarigaoka.or.jp/ 

 

１０月行事予定 

４日（月）  小学校修学旅行         ２９日（金） 岩見沢農業高修学旅行 
６日（水）  支援会議            ３０日（土） 誕生会 

７日（木）  中学校修学旅行  

１３日（水） 支援会議  

２０日（水） 職員会議 

２７日（水） 支援会議 

 

 
「 こんにちは 」 

 
ある日の夕方体育館に珍しいお客さんが
やってきました。どうやら、換気中の体育館
にスズメが迷い込んでしまったらしく、必死
で明るい方から逃げようにげようとします
が、そこには窓があり外にはいけません。 
その様子を心配そうに見つめる子ども達 
 
最後は職員が虫網で優しく誘導し、元気に
帰っていきました。今度また遊びに来てくだ
さいね。 

     

 

 
９月１１日体育館で幼児さん、小学生でクイズ大会を行いま
した。 
◎・✖問題でだれもが知っているクイズから、映像を使っ
たクイズ等難問・奇問を解き明かしながらひと時を過ごしま
した。 
最後は園長先生との映像を通してのじゃんけんで盛り上
がり、景品をゲットしました。 

 

１８日に岩見沢東ロータリー様より、おいしいお蕎

麦をいただきました。今年もｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響により、

手打ちそば体験は出来ませんでしたが、事前に用意

して頂いた蕎麦をみんなでおいしくいただきまし

た。 

  ＊写真は、一昨年のものです。 

 

 

 

 

 

Ｙさん 
一週間前から何を食べようかと悩み、マクドナル
ドに決めました。お洒落でスポーツブランドが好
きなＹさん、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄはadidasのパーカーに。ﾌﾟ
ﾚｾﾞﾝﾄは後からのお楽しみにと話していました
が、待ちきれずすぐに着ていました。お誕生日お
めでとう！     

 
  
 

 
ｋさん 
誕生日当日は寮生活の子がいない為、みんなで誕生
会をしたいとういうＫちゃんの思いに、みんなから
優しいねーと褒められご満悦。ずっと前から誕生日
ﾌﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄは switchにすると誕生日を待ちわびてい
ました。ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄをやっともらい、大好きなケンタ
ッキーでお祝いされ、にっこり Kちゃんです。『も
う食べられないよー』と寝言を言ってしまう程とて
も嬉しかったようです。お誕生日おめでとう。 
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